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１．大崎地区デマンド交通実証運行計画 

１-１ 導入方針 

１-１-１ 導入目的 

品川区全体としては、交通利便性が高い状況であるが、個別の地区レベルでは公共交通を補

完すべき交通サービス圏域外の地区も存在する。 

そのため、ＡＩデマンド交通を実証運行することにより、交通サービス圏域外エリアを解消

し、 区全体の地域交通機能を充実させることを目的とする。その他、本サービスによって、

高齢者の移動手段確保、既存公共交通までのアクセス性の向上を図ることとする。 

 

１-１-２ ターゲット 

地区内の住民を主なターゲットとし、下記のような利用を想定する。地区外からの来訪者に

よる利用も可能とし、そのニーズを確認する。 

 

＜利用イメージ＞ 

・自宅から駅やスーパーまでの移動 

・高齢者の買い物や通院、公共施設までの移動 

・荷物が多くなりがちの子育て世帯のおでかけ 

・子供の送り迎え、塾への送迎 

・荒天時のおでかけ  など 

 

１-１-３ 実証運行方式 

交通サービス圏域外エリア（大崎地区）でのオンデマンド交通による実証運行とする。 

運行期間は、令和８年１０月～令和９年３月とする。 
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１-２ 運行計画 

本交通サービスの運行概要は、以下のとおりである。 

 

表 運行概要 

項目 内容 

運行事業者 東急バス株式会社 

予約・配車 

システム事業者 
MONET Technologies 株式会社 

運行期間 令和８年１０月～令和９年 3 月 （予定） 

運行時間 ９時～17 時 

運行日 毎日 

運行形態 
予約型乗合運行（自由経路ミーティングポイント型） 

※AI 配車システムを導入 

運行エリア 

大崎地区（東西 2 .0ｋｍ×南北 2 .0ｋｍ） 

【西五反田 1・8 丁目、東五反田 1 丁目、西品川 1～3 丁目、 

大崎 2～5 丁目、戸越 1～4 丁目、豊町 1～2 丁目、広町 2 丁目、

大井 1 丁目、二葉 1 丁目】 

乗降場所数 ３０～５０箇所程度  

車両 
【台数】１台 

【車種】アルファード 

運賃 

1 乗車につき 

大人 400 円 

小児 200 円 

※その他割引運賃を設定 

予約方法 

・アプリによる受付 

・LINE よる受付 

・電話による受付 

利用対象者 地区内住民を主な対象者とするが、地区外の方の利用も可。   
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１-２-１ 運行形態 

 予約型乗合運行のうち、自由経路ミーティングポイント型とし、AI 配車システムを導入す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜AI 配車システム＞ 

乗りたいときに行きたい場所まで、自由に移動できるオンデマンド型公共交通システ

ム。AI（人工知能）を使い、リアルタイムに発生する「乗降リクエスト」から、最適

な乗り合わせ（乗り合せる組合せ）を判断し、「車両配車＋運行の指示」を行うことに

より、お客様にとって効率的な移動を実現。 

 

 

 

 

 

 

   



5 

 

１-２-２ 運行エリアおよび乗降ポイント 

１） 設定の考え方 

導入目的、地域ニーズ、事業実施の視点から「運行エリア及び乗降ポイント設定の考え方」

を整理した。 

運行区域及び乗降ポイントの設定案は、次ページのとおり。 

 

 

 

 

 

   

■導入目的 

交通弱者の外出促進 
（高齢者・障がい者・子育て世代） 

その他交通サービスへのアクセス向上 

交通サービス圏域外エリアの解消 

鉄道駅周辺に施設が集積 

■ニーズ（地域特性・地域の意向） 

スーパー・病院へのアクセスを確保 

鉄道駅へのアクセスを確保 

自宅近く（３００m）で乗車できる 

バスを利用するための施策 
として「近くにバス停ができる」の回答が多い 
※公共交通に関するアンケート結果（令和 2 年）より 

バスを利用しない理由として「バス停が遠いか
ら」の回答が多い 

※公共交通に関するアンケート結果（令和 2 年）より 

 

バスを利用するためのバス停までの距離は
「300ｍ以内」が多い（約 7 割） 

※公共交通に関するアンケート結果（令和 2 年）より 

■設定の考え方 

停車時に他の交通を阻害しない 

■その他考慮すべき条件 

利用者が安全に乗降できる 

車両制限令の遵守 
（車両幅員×2+50cm） 

交通量が少ない道路で乗車できる 
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２） 運行エリアおよび乗降ポイントの設定案 

運行エリアは、東西 2.0ｋｍ×南北 2.0ｋｍの範囲とする。 

ミーティングポイントは、道路上を基本とするが施設内等に乗降可能なスペースがある場合は、敷地内に設けるものとする。また、既存バス停を活用する。 

                                               

                                              

※調整中の箇所を含む。 
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１-２-３ 運賃 

タクシー運賃 900 円程度（2km 乗車した場合）、バス運賃 250 円であることを踏まえ、

ＡＩオンデマンド交通事業の持続可能性と既存交通との均衡の観点から運賃額を設定する。 

 

＜運賃設定の視点＞ 

 視点① 既存公共交通との競合を避ける 

 視点② 交通弱者をはじめとした地域住民の外出支援（本サービス導入の目的） 

 視点③ 事業の継続性を確保する 

 

運賃 

１回の乗車につき 

○大人…４００円 

○小児…２００円（小学生） 

割引 

○未就学児は無料 

※保護者１名につき２名まで。３名以上は小児運賃を適

用。 

○各都道府県発行の「身体障害者手帳」「療育手帳」「愛

の手帳」をお持ちの方と、介護人の方（１名）は半額 

○東京都発行の「精神障害者保健福祉手帳（写真付きに限

る）」をお持ちの方は半額 
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１-２-４ 車両 

１） 車種 

地域の道路状況や利用見込みを踏まえて、アルファード （定員 7 名）１台による運行とする。 

 

表 運行車両の候補 

 
ハイエース 

コミューター 
ハイエースバン アルファード 

定員 14 名 10 名 7 名 

全長 5,380mm 4,840mm 4,995mm 

全幅 1,880mm 1,880mｍ 1,850mｍ 

全高 2,285mm 2,105mm 1,935mm 

最小回転半径 6.1m 5.2m 5.9m 

燃料消費率 

※市街地モード 
9.2km/L 6.5km/L 15.6km/L 

外観 

  

 

内観 

 
  

メリット 

・デメリット 

・定員数が多い 

・車内が広く快適 

・小回りが利かない 

・定員数が多い 

・小回りが利く 

・燃費が良くない 

・車両がコンパクト 

・燃費が良い 

・定員数が少ない 

 

２） その他 

（１）運行事業者の営業所 

 名称：荏原営業所（区域運行として新設） 

 位置：東京都品川区二葉四丁目 27 番 1 号 

（２）営業所ごとに配置する事業用自動車の数 

 車両数：計 2 両（常用 1 両＋予備１両/うち乗車定員 11 人未満の事業用自動車 2 両） 

（４）自動車車庫（荏原営業所併設） 
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位置：東京都品川区二葉四丁目 27 番 1 号（区域運行として新設） 

収容能力：72.36 ㎡  

※なお、本運行を行うにあたり、運行事業者の一般乗合旅客自動車運送事業（路線定期運行）

に係る事業計画を変更する必要があるため、荏原営業所大森操車所車庫の収容能力を 72.36

㎡拡大する。 
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１-２-５ 予約・配車システム 

地区内の道路は複雑に入り組んでおり、運行エリア内は人口が集積している（一定の需要が

見込まれる）ため、AI 配車システムを導入することが効果的であると考えられる。 

予約配車にあたってのパラメータ（到着予定時刻の遅延許容分数など）の調整は、実証運行

を行いながら、適宜調整する。 

 

 

本地区での AI オンデマンド交通の予約・配車システムには下記の機能が求められる。 
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１-２-６ 運行頻度・サービス水準 

予約に応じた運行（フルデマンド）とする。 

乗合率向上のため、利用の 30 分前までを予約締切とする。 

 

 

１-２-７ 予約・利用方法 

アプリ予約または電話で、希望乗車日時、乗車場所、降車場所を伝える。予約状況に応じて、

到着予定時刻が提示され、それを踏まえ、利用者が予約確定を判断する。利用にあたっては利

用者登録（氏名・電話番号を登録）を必要とする。 
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１-３ 事業化推進 

１-３-１ 運行体制 

運営主体は品川区、運行事業者は東急バス株式会社とする。 

 

１-３-２ 登録・予約の管理体制 

システム事業者（MONET Technologies 株式会社）のアプリによる利用者登録を行う。 

予約管理および運行ルート設定は、ＡＩシステムによって自動で行う。 

 

１-３-３ 周知・PR 及び利用促進 

１） チラシ等による広報 

利用方法、停留所の位置などを明記した広報案内資料を作成し、HP 等で発信するほか、同

様の内容で作成したチラシの作成及び、配布・主要施設への掲示を行い、広く周知を図る。 

２） 説明会の開催 

実証運行の開始や、具体の運行内容、アプリダウンロード方法、利用方法などを地域住民等

に伝えるために、沿線地域において説明会を開催する。 

 

１-３-４ 関係機関の調整 

地域の交通事業者等と定期的な協議を行う場として「連絡調整会議」を設け、実証運行開始

に向けた検討、運行開始後の見直し検討、本格運行に向けた検討などについて、協議を行う。 

 

１-３-５ 運賃協議会の開催 

有償による運行を実施するにあたっては、地域公共交通会議とは別に、道路運送法第９条第

４項に規定する協議会における協議を経て、協議運賃を設定する。 

 

＜道路運送法第９条第４項＞ 

一般乗合旅客自動車運送事業者は、次に掲げる者を構成員とする協議会において、

地域における需要に応じ当該地域の住民の生活のための旅客の運送を確保する必要

がある路線又は営業区域（以下この項において「路線等」という。）に係る運賃等に

ついて協議が調つたときは、第一項及び前項の規定にかかわらず、当該協議が調つた

事項を国土交通大臣に届け出ることにより、当該運賃等を定めることができる。当該

協議会において当該運賃等の変更について協議が調つたときも、同様とする。 

一 当該路線等をその区域に含む市町村（特別区を含む。以下同じ。）又は都道府県 

二 当該運賃等を定めようとする一般乗合旅客自動車運送事業者 

三 当該路線等を管轄する地方運輸局長 

四 第一号に規定する市町村の長又は同号に規定する都道府県の知事が関係住民

の意見を代表する者として指名する者 
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１-３-６ スケジュール 

実証運行及び運行に係る評価検証に係るスケジュールは以下のとおり。 

 

＜スケジュール（案）＞ 

計画・準備 ：令和８年６月～９月 

運行開始日 ：令和８年１０月 

運行終了日 ：令和９年３月末 

評価・検証   ：令和８年１０月～令和９年 3 月 

 

 


